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展開例７

名前
（　　　　）年（　　　　）組

こんなところで、地しんにあったら、あなたはどうしますか？
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展開例７

名前
（　　　　）年（　　　　）組

こんなところで、地しんにあったら、あなたはどうしますか？

にいる時は します。

にいる時は します。

にいる時は します。

　　あなたは、地しんのゆれから、自分を守るためにどんな行動をとりますか？身近な場所で考えてみましょう。



57



­58



59



­60



61



­62



63



­64



65



­66



67

　　指導上の留意点　　　

基本的指導事項

　　学習内容・活動　　　　
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　　指導上の留意点　　　

基本的指導事項

　　学習内容・活動　　　　
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名前

時間

18:00

21:00

いつもの生活・行動 いるもの・つかうもの 避難所では？

6:00

9:00

12:00

15:00

展開例１６

（　　　　　）年（　　　　　）組

＜今日の学習で気付いたこと・分かったこと・考えたこと＞

＜今日からすること＞

名前
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名前

時間

18:00

21:00

いつもの生活・行動 いるもの・つかうもの 避難所では？

6:00

9:00

12:00

15:00

展開例１６

（　　　　　）年（　　　　　）組

＜今日の学習で気付いたこと・分かったこと・考えたこと＞

＜今日からすること＞

名前

時間

起床

トイレ 水、トイレットペーパー 水が使えない、トイレの数が足りない、汚い

朝食 米、野菜、水、食器、ガス 食糧がない、水がない、調理できない

身支度 歯ブラシ、歯みがき、くし、鏡

登校

学習

給食

下校

帰宅

習い事

公園で遊ぶ 遊び道具 遊ぶ場所がない、道具がない、相手がいない

帰宅

夕食

宿題

テレビ テレビ、電気 テレビがない、電気がない

入浴 お湯、ガス お風呂がない、着替えがない

就寝 布団 布団がない、狭い、隣と近い、

周りの声が気になる

9:00

展開例１６

＜今日の学習で気付いたこと・分かったこと・考えたこと＞

＜今日からすること＞

（　　　　　）年（　　　　　）組

いつもの生活・行動 いるもの・つかうもの 避難所では？

12:00

15:00

18:00

21:00

6:00

・「いつもの生活・行動」を、具体的に書かせると「いるもの・つかうもの」	
  
　が考えやすくなる。	
  
・普段の生活で必要なものや使っているものを、「いるもの・つかうもの」	
  
　欄に記入させる。	
  
・【備えちょき 】のスライド等から避難所生活の様子を想像させ、普段の	
  
　生活との違いを考えさせる。	
  
・不便な生活になることに気付いた後に、「不便な生活を少しでも解消さ	
  
　せるには、どんな準備（備え）が必要か」考えさせる。	
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避  難  マ  ッ  プ  の  作  り  方（例）  
ＳＴＥＰ１	
 計画しよう！	
 

＜準備物＞筆記用具・ﾎﾞｰﾄﾞ・各地区の地図・ｶﾗｰﾗﾍﾞﾙ・ﾃﾞｼﾞｶﾒ・透明ｼｰﾄ・付箋紙・時計	
 等	
 

ＳＴＥＰ２	
 自分の地区を点検しよう！	
 

ＳＴＥＰ３	
 避難マップを作ろう！  

	
 ②	
 

	
 ③	
  

	
 ④	
 

  

ＳＴＥＰ４	
 発表の準備をしよう！   

  

、

【資料１】  
展開例２	
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マップづくり・フィールドワーク計画書（例）  

１年（	
 	
 ）組	
 名前（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）  

地区名  ○×地区  避難場所  △△山憩いの広場・□□神社裏山  

メンバー  坂本慎太郎・中岡以蔵・浜口乙女・吉田弥太郎  

○	
 タイム・スケジュールを決めよう。	
 

	
 ※学校から一番遠いところから順に調査先を決定しましょう。	
 

時	
 間  調査地区  チェックポイント（避難場所等）  

９：５０  
 

１０：１０  
 

１０：２５  

 
１０：３５  

 
１０：４５  

 

１０：５０  

学	
 校  
↓  

七代地区  

↓  

松浦４区  

↓  

松浦１区  

↓  

其友  

↓  

学校  

 

 

七代神社周辺  

 

コミュニティセンター  

 

地区集会所  

○	
 凡例（カラーラベルの色）	
 

危険と思われる場所（赤） 安全な場所（青） 役に立つもの（緑） 施設等（黄） 

	
 	
 	
 …ガラス  

	
 	
 	
 …ブロック塀  
	
 	
 	
 …自動販売機  

	
 	
 	
  …危険が予想

される箇所  

…公園  

	
 	
  …空き地  

     …避難場所  

     …駐車場  

	
 	
 	
 …公衆電話  

	
 	
 	
 …消火栓  

	
 	
 	
 …防災倉庫  

	
 	
 	
 …消火器  

	
 	
 	
 …海抜表示  

	
 	
 	
 …役場  

	
 	
 	
 …病院  

	
 	
 	
 …消防  

	
 	
 	
 …警察  

	
 	
 	
 …避難所  

その他  
（マジック等）  

通学経路（蛍光マーカー等）	
 安全と思われる避難経路（赤マジック）  

山・がけ崩れの危険予想地域（茶網掛け）	
 液状化予想地域（黄色網掛け）  

津波による浸水予想地域（水色網掛け）  災害により使用できない恐れのある橋・

道（黒×印）	
 階段等自転車通行不能地域（ピンク網掛け）	
 等  

※凡例を参考に、各班でマークを考えてみよう。	
 

ガ  

ブ  空  

公  

ひ  

P 
 

電  

栓  

倉  

器  

ｍ  

役  

病  

消  

警  

自  

ひ  

危  

【資料２】  
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１年（	
 	
 ）組	
 名前（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）  

	
 

１．「緊急地震速報」に関する○×クイズ	
 

	
 ※	
 予想欄に「○」「×」を記入してみよう。	
 	
 	
 	
  	
 	
  予想欄	
 	
 	
  正	
 解  

	
 ①	
 緊急地震速報は、地震を予知するシステムである。  

	
 ②	
 緊急地震速報は、いつ、どこでも情報がわかるよう、すべて同じ音に統一されて

いる。  

	
 ③	
 緊急地震速報を受信する全ての受信端末※には、大きな揺れが来る時間を予測し、

カウントダウンをする機能がついている。  

④	
 速報なので、情報を見聞きしてから地震の強い揺れが来るまで余裕をもって避難

することができる。  

⑤	
 緊急地震速報は、震源に近い場所では揺れに間に合わないこともある。  

 
 
	
 	
 ※受信端末…緊急受信速報を受信し、音声報知や機器の制御を行うための装置  
 

２．緊急地震速報が役立つ場面や場所を考えてみよう。	
 

 

 

 

	
 

	
 

	
 

３．身の回りにある緊急地震速報の特徴をまとめよう。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

 

 

 

  

  

  

  

 

展開例４	
 

緊急地震速報クイズ！	
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緊急地震速報とは	
 
 

緊急地震速報を見聞きした

ら！	
 
 

リーフレット「緊急地震速報」気象庁：平成 25 年３月  

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/eew201303/index.html	
 

気象庁からリーフレットが配布されています。	
 
改訂版がホームページでも閲覧できます	
 

改訂版では・・  
緊急地震速報を見聞きした時に身の安全を確保する行動ができるよう  
訓練の方法として「シェイクアウト訓練」という方法も紹介されています。 
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家庭の安全対策については、家具の転倒・落下の防止（固定）、寝る時の家具の配
�������、�������の���、����の�������る��
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家庭の安全対策を考えよう  
	
 年（	
 	
 ）組	
 名前（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）  

	
 

１．「家にいるときに地震が起こったら…」危険を予測しよう。	
 

	
 ※	
 下のイラストで、地震時に危険が予測される箇所を「赤丸」で囲み、どんな危険

があるか、具体的に書いてみよう。  

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

２．「室内の安全対策」のポイントをまとめよう。	
 

 

 

 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

 

展開例９	
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３．非常持ち出し品と備蓄品について確認しよう。	
 

◆非常持ち出し品…できるだけ身軽に避難できるよう、避難に必要な（	
 	
 	
 	
 	
 ）の

物品や貴重品	
 

	
 

	
 

	
 

◆備蓄品…避難生活に備えて蓄えておくもの。救援活動が受けられるまで（	
 	
 ）日分	
 

	
 	
 	
 	
 	
 以上は必要。	
 

	
 

	
 

	
 

４．自宅の安全対策の状況を家族と話し合って調べて来よう。	
 

 

 

	
 

	
 

５．自宅の非常持ち出し品や備蓄品の整備状況について、調べて来よう。	
 

 

 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

６．自宅の｢備え自慢｣について、家の人に聞いてみよう。	
 

 

 

	
 

※家の中のどこを改善すれば身を守ることに役立つか、学んだことと併せて家族で話し合ってみましょう。 

＜非常持ち出し品＞	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＜備蓄品＞  

 

 

＜今後あったらいいと思う物＞  

 

 

 

 

 

 

（例）  

（例）  

（例）家族全員の寝室に背の高い家具は置いてない。	
 

 

皆に紹介しようと思う物を１つ選んで、紹介する理由も書いておこう。  
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　５．各グループごとに話し合った内容を発表する。 ・解決方法として互いに守れるルール作り等が出た場

　　 　合は、可能な範囲で具体的なルールまで作成させる

　ようにする。

　６．学習をして、また他のグループの発表を聞いての ・本時の学習内容を活かせるよう、地域の防災活動への

　　気づきや感想をまとめる。 　積極的な参加意欲を持たせる。

　　○避難所生活で自分にできること

・災害時に地域の一員として、自分ができることを考え

　ることができる。

関連する
教科・行事等

学校行事：合同避難訓練
地域一斉避難訓練・避難所運営訓練

まとめ	


評　価	


【発展的指導内容】	

◆この授業の発展として避難生活で想定される課題を一人一課題を決め、探究的な調べ学習へつなげるこ
とが考えられる。	

（例）高齢者への支援、負傷者への応急処置、避難所運営の手伝い、トイレ用水確保のためには　等	

	


	

	

【参考資料】	

◆総務省消防庁「チャレンジ防災４８」HP	

・地震災害の様子の映像として「避難所の様子（１’４３”）」	

（http://open.fdma.go.jp/e-college/bosai/image/01_00.html）	


新潟県中越沖地震時の避難所の写真も活用できる。	

（http://open.fdma.go.jp/e-college/bosai/photograph/04chuetuoki/index.html）	

◆文部科学省HP「東日本大震災からの復興」（http://fukkokyoiku.mext.go.jp/）	

・被災地復興にかかる児童生徒の活動事例が掲載されている。	

	


【チャレンジ！防災48	

HPトップページ画面】	
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我が家の防災チェックリスト  
	
 名前（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）  

※「我が家の防災対策」を考えるために、現状をチェックしてみよう。	
 

	
 （○…できている	
 	
 △…まあできている	
 	
 ×…できていない）	
 

１．日頃の防災対策について  

２．地震の揺れに対する備えについて（家具の転倒・落下防止）	
 

３．非常持ち出し品について（※家庭の事情に応じ、必要な物は追加しよう。）	
 

非常食（ｶﾛﾘｰﾒｲﾄ・缶詰など） 飲料水 携帯ラジオ（予備の電池）

懐中電灯（予備の電池・電球） ろうそく ヘルメット・防災ずきん

くつ（避難用） ふえ 携帯電話

ライター 万能ナイフ ティッシュ・タオル

ビニール袋 上着・下着 軍手

救急医薬品（キズ薬・かぜ薬など） 常備薬 小銭

健康保険証のコピー 筆記用具 古新聞

使い捨てカイロ  （※私の必需品）   
   

４．備蓄品について	
 

	
 

展開例 12	
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家族防災会議を開こう【記入例】  
年	
 	
 組	
 	
 番	
 名前（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）  

１．議題	
 

	
 

 

 

２．その時、家族はどこにいるだろうか。	
 

３．家族それぞれの避難場所までの経路を確認しよう。	
 

４．津波警報解除後の各自の動きと集合場所を確認しよう。	
 

５．家族との「５つの約束事」を決めておこう。	
 

 

 

 

 

 

 

 場所  一次避難場所  二次避難場所  緊急連絡方法  

自分  中学校  中学校校舎３階  中学校の裏山   

父  職場  職場３階   携帯  

母  商店街  ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ屋上   携帯  

弟（妹） 小学校  小学校運動場  近くの高台   

祖母  自宅  小学校運動場  近くの高台   

祖父  公園  中学校校舎３階  中学校の裏山   

 行	
 	
 動  集合場所  

自分  迎えが来るまで裏山待機（祖父と合流）→集合場所へ移動  

小学校体育館  

父  災害用伝言板へ登録。職場の状況に応じ集合場所へ  

母  災害用伝言板へ登録。弟（妹）の引き渡し場所へ  

弟（妹） 迎えが来るまで高台で待機（祖母と合流）  

祖母  弟（妹）と母が来るまで高台で待機。  

祖父  自分と合流→集合場所へ移動  

○｢自分の命は自分で守る｣ために家族それぞれが率先避難を行う。  

○津波警報が解除になるまで、避難場所から動かないこと。  

○自宅にいる者は、揺れがおさまったら火災発生を防ぎ、「非常持ち出し袋」持参で避難する。 

○集合場所へ参集できない場合も想定し、外出時には小銭を持ち、「災害用伝言ダイヤル１７１」

や「災害用伝言板」で互いの安否確認を行うようにする。  

○父親・母親の携帯電話の番号を忘れるので、財布に入るような「緊急連絡用カード」を作っ

て持っておく。  

 

災害時の家族同士の連絡方法や行動ルールを確認する。  

【設定】  

１２月×日午後３時、南海地震が発生し、津波警報が発令。家族全員がそれぞれ避難をする。 

 

展開例 12	
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【授業でのクロスロードの進め方】※カードを使わずにゲームを進める方法（例）
①左ページの問題を選び、代表生徒（または指導者）が読み上げる。もしくはクロスロード個人票で答えとそ
　の理由を書き込む。問題の答えは「ＹＥＳ」「ＮＯ」のどちらかとする。
②問題に対し、自分ならどう判断するかを考え、決める。(クロスロード個人票に答えとその理由を書き込む)
③全員が答えを決めたら、ＹＥＳかＮＯか一斉に手をあげる。
④多数派になった場合は多数派の各人が１ポイントを得る。ＹＥＳ、ＮＯが一人だけの場合は、その人は３ポ
　イントを得る。
⑤多数派、もしくは一人だけの意見の人から、その理由を順に話す。友だちの意見は絶対否定しないこと。
⑥グループでYES、NOの問題点と、その問題点を解消するような事前の備えを話し合い、クロスノートにま
　とめる。

　・　ＹＥＳ／ＮＯの理由が出た後、グループで問題点を整理する

　・　問題点を解消できるような事前に備えておけることを考える

	
  あなたならどうしますか？� 災害対応ゲーム「クロスロード」 	


クロスロードの基本ルール	

１　ＹｅｓかＮｏか	
  
－どうしよう…？	


２　決断してＹ／Ｎ	
  
カードを裏向けで	


３　オープン…！	
 ４　多数派＝青座布団	
  
（１人意見＝金座布団）	


役割	
  
あなたは高校生です。	


　問題（例）	
  
部活が終わり、帰っていると家まであと５分というところで大きな地震が発生！
家も今いる所も津波の被害を受ける地域にあり、すぐ高い所へ逃げる必要性
がある。しかし、家で待っている親や幼い弟（妹）の安否が気になる。一度家
へ帰りますか？それとも一人ですぐ逃げますか？	

	


ＮＯの問題点	
  
　・家族の安否が心配	

　・家族が亡くなった場合、助けに行けなかった罪	

　　悪感	

　・家族に会えるまで、避難場所で知り合いもおら	

　　ず一人で過ごすことへの不安	


事前に備えておけること	
  
　・大きな地震があった時の避難について避難場所やそれぞれ逃げることなど家族と確認しておく	

　・家が壊れないように耐震化しておく　　　　　・地域の人たちと顔見知りになっておく	

　・災害伝言ダイヤル等災害時の連絡方法を知り家族と情報を共有しておく	

	


ＹＥＳの問題点	
  
　・家に帰る間に津波に巻き込まれる可能性	

　・自分が犠牲になったら家族・親戚・友人に深い悲	

　　しみを与える	

　・すでに逃げているかもしれない	

　・自分が助けに行っても家族が助かるとは限らない	

　（家の倒壊等で身動きとれないかもしれない）	

	


　・　ＹＥＳ／ＮＯの理由が出た後、グループで問題点を整理する
	
  クロスノート�

	
  クロスロード個人票�
Ｎｏあなたは 問題 理由

1 高校生

部活が終わり、帰っていると家まであと５分というところで大きな
地震が発生！家も今いる所も津波の被害を受ける地域にあり、
すぐ高い所へ逃げる必要性がある。しかし、家で待っている親や
幼い弟（妹）の安否が気になる。一度家へ帰りますか？それとも
一人ですぐ逃げますか？

ＹＥＳ ＮＯ

答え
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骨折時を想定した	
  
三角巾を使った腕の固定	
  

簡易トイレづくり	
  

搬送時の担架づくり	
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